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地
方
公
共
団
体
が
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
土
地

又
は
施
設
の
有
効
活
用
を
図
る
事
業
で
あ
っ
て
、
民

間
の
資
金
、
経
営
能
力
及
び
技
術
的
能
力
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る

も
の
（
公
共
施
設
等
の
整
備
等
を
伴
う
も
の
に
限

る
。）の
う
ち
、地
域
に
お
け
る
就
業
の
機
会
の
創
出
、

経
済
基
盤
の
強
化
又
は
生
活
環
境
の
整
備
に
資
す
る

も
の
に
関
す
る
事
項

２

地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
の
作
成
等
（
第
一
七

条
の
三
六
〜
第
一
七
条
の
五
三
関
係
）

１
の

の
事
業
が
記
載
さ
れ
た
地
域
再
生
計
画
が

内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
認
定
市

町
村
は
、地
域
再
生
協
議
会
に
お
け
る
協
議
を
経
て
、

地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
を
作
成
で
き
る
こ
と

と
し
た
。

住
宅
団
地
再
生
建
築
物
整
備
事
業
に
関
す
る
事
項

を
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
に
記
載
し
、
国
土

交
通
大
臣
の
同
意
を
得
た
と
き
は
、特
定
行
政
庁
は
、

当
該
事
業
を
実
施
す
る
区
域
内
の
建
築
物
に
つ
い

て
、
当
該
計
画
に
記
載
さ
れ
た
建
築
物
の
整
備
に
関

す
る
基
本
的
な
方
針
に
適
合
す
る
と
認
め
て
建
築
基

準
法
第
四
八
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
の

た
だ
し
書
の
許
可
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
。特

別
用
途
地
区
住
宅
団
地
再
生
建
築
物
整
備
事
業

又
は
地
区
計
画
等
住
宅
団
地
再
生
建
築
物
整
備
事
業

に
関
す
る
事
項
を
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
に

記
載
し
、
国
土
交
通
大
臣
の
同
意
を
得
た
と
き
は
、

そ
れ
ぞ
れ
建
築
基
準
法
第
四
九
条
第
二
項
又
は
第
六

八
条
の
二
第
五
項
の
承
認
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す

こ
と
と
し
た
。

都
市
計
画
住
宅
団
地
再
生
建
築
物
等
整
備
事
業
に

関
す
る
事
項
を
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
に
記

載
し
、
公
告
及
び
縦
覧
等
を
経
て
当
該
計
画
を
公
表

し
た
と
き
は
、
当
該
公
表
の
日
に
お
い
て
、
都
市
計

画
の
決
定
又
は
変
更
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と

と
し
た
。

地
域
住
宅
団
地
再
生
区
域
に
お
い
て
有
料
老
人

ホ
ー
ム
を
整
備
す
る
事
業
に
関
す
る
事
項
が
記
載
さ

れ
た
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
が
公
表
さ
れ
た

と
き
は
、
当
該
事
項
に
係
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
つ

き
行
う
届
出
に
つ
い
て
は
、
当
該
有
料
老
人
ホ
ー
ム

の
設
置
の
日
か
ら
一
月
以
内
に
、
そ
の
旨
を
都
道
府

県
知
事
に
届
け
出
る
こ
と
を
も
っ
て
足
り
る
こ
と
と

し
た
。

地
域
住
宅
団
地
再
生
区
域
に
お
い
て
行
わ
れ
る
居

宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
に
関
す
る
事
項
を
地
域
住
宅
団

地
再
生
事
業
計
画
に
記
載
し
、
都
道
府
県
知
事
の
同

意
を
得
た
場
合
等
に
お
い
て
は
、
当
該
事
業
等
に
係

る
指
定
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
と
し
た
。

地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
に
住
宅
団
地
再
生

道
路
運
送
利
便
増
進
事
業
又
は
住
宅
団
地
再
生
貨
物

運
送
共
同
化
事
業
に
関
す
る
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い

る
場
合
に
は
、
当
該
事
項
に
係
る
実
施
主
体
は
、
そ

れ
ぞ
れ
住
宅
団
地
再
生
道
路
運
送
利
便
増
進
実
施
計

画
又
は
住
宅
団
地
再
生
貨
物
運
送
共
同
化
実
施
計
画

を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
当
該
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
た
。

国
土
交
通
大
臣
は
、実
施
主
体
の
申
請
に
基
づ
き
、

の
計
画
が
住
宅
団
地
再
生
を
促
進
す
る
た
め
に
適

当
な
も
の
で
あ
る
旨
の
認
定
を
す
る
こ
と
と
し
、
当

該
認
定
を
受
け
た
実
施
主
体
は
、
道
路
運
送
法
、
貨

物
利
用
運
送
事
業
法
又
は
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

の
許
可
等
を
受
け
、
又
は
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な

す
こ
と
と
し
た
。

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
は
、
認
定
市
町
村

か
ら
の
委
託
に
基
づ
き
、
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業

計
画
の
作
成
又
は
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
の
実
施

に
必
要
な
調
査
等
の
業
務
で
あ
っ
て
、
住
民
の
共
同

の
福
祉
若
し
く
は
利
便
の
た
め
必
要
な
施
設
又
は
高

年
齢
者
向
け
住
宅
の
整
備
に
係
る
も
の
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

３

既
存
住
宅
活
用
農
村
地
域
等
移
住
促
進
事
業
計
画
の

作
成
等（
第
一
七
条
の
五
四
〜
第
一
七
条
の
五
六
関
係
）

１
の

の
事
業
が
記
載
さ
れ
た
地
域
再
生
計
画
が

内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
認
定
市

町
村
は
、地
域
再
生
協
議
会
に
お
け
る
協
議
を
経
て
、

既
存
住
宅
活
用
農
村
地
域
等
移
住
促
進
事
業
計
画
を

作
成
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

国
の
行
政
機
関
の
長
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
農

村
地
域
等
移
住
者
に
よ
る
既
存
住
宅
の
取
得
等
の
た

め
、
都
市
計
画
法
そ
の
他
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
許

可
等
の
処
分
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
当
該
既
存
住

宅
の
取
得
等
の
促
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
適
切
な
配
慮

を
す
る
こ
と
と
し
た
。

農
村
地
域
等
移
住
促
進
区
域
内
の
付
随
農
地
等
に

つ
い
て
の
権
利
の
取
得
を
特
に
促
進
す
る
必
要
が
あ

る
区
域
及
び
当
該
区
域
に
お
け
る
付
随
農
地
等
に
つ

い
て
農
地
法
第
三
条
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
面

積
に
代
え
て
適
用
す
べ
き
特
別
の
面
積
を
既
存
住
宅

活
用
農
村
地
域
等
移
住
促
進
事
業
計
画
に
記
載
し
、

農
業
委
員
会
の
同
意
を
得
た
と
き
は
、
当
該
面
積
を

農
業
委
員
会
が
同
号
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
た
別
段

の
面
積
と
み
な
す
こ
と
と
し
た
。

４

株
式
会
社
民
間
資
金
等
活
用
事
業
推
進
機
構
の
業
務

の
特
例
（
第
一
七
条
の
六
〇
関
係
）

株
式
会
社
民
間
資
金
等
活
用
事
業
推
進
機
構
は
、
認

定
地
方
公
共
団
体
の
依
頼
に
応
じ
て
、
当
該
認
定
地
方

公
共
団
体
に
対
す
る
専
門
家
の
派
遣
、
助
言
等
の
業
務

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

５

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

経
済
産
業
大
臣
は
、

の
指
針
を
定
め
た
と
き

は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
三
〇
条
第
五
項
関
係
）

経
済
産
業
大
臣
は
、
お
お
む
ね
二
年
ご
と
に

の
指
針
に
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
変

更
を
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
〇
条
第
六
項
関

係
）

基
準
に
適
合
す
る
事
業
者
の
認
定
等

経
済
産
業
大
臣
は
、
事
業
者
か
ら
の
申
請
に
基

づ
き
、
当
該
事
業
者
に
つ
い
て
、

の

に
掲
げ

る
事
項
に
関
す
る
取
組
の
実
施
の
状
況
が
優
良
な

も
の
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
認
定

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
一
条

関
係
）

４

情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用
及
び
管
理
に
関
す
る
指

針
等

情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用
及
び
管
理
に
関
す
る

指
針

経
済
産
業
大
臣
は
、
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
を
良

好
な
状
態
に
維
持
し
、
企
業
経
営
に
お
い
て
戦
略

的
に
利
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑

み
、
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
を
良
好
な
状
態
に
維
持

す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用

及
び
管
理
に
関
す
る
指
針
を
定
め
る
こ
と
と
し

た
。（
第
三
〇
条
第
一
項
関
係
）

の
指
針
に
お
い
て
は
、
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム

の
運
用
及
び
管
理
に
関
す
る
基
本
的
事
項
、
情
報

処
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用
及
び
管
理
を
適
切
に
行
う

た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項
、
情

報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用
及
び
管
理
に
係
る
具
体

的
な
方
法
に
関
す
る
事
項
等
を
定
め
る
こ
と
と
し

た
。（
第
三
〇
条
第
二
項
関
係
）

経
済
産
業
大
臣
は
、

の
指
針
を
定
め
る
に
当

た
っ
て
は
、
我
が
国
産
業
に
お
け
る
情
報
処
理
シ

ス
テ
ム
の
利
用
の
状
況
及
び
情
報
処
理
技
術
の
動

向
を
勘
案
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
〇
条
第
三
項

関
係
）

経
済
産
業
大
臣
は
、

の
指
針
を
定
め
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
総
務
省
そ
の
他
の
関
係
行
政
機
関

の
長
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し

た
。（
第
三
〇
条
第
四
項
関
係
）

◇
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
法
律
第
六
七
号
）（
経
済
産
業
省
）

１

目
的
の
改
正

こ
の
法
律
の
目
的
を
、
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
良
好

な
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
で
そ
の
高
度
利
用
を
促
進
す

る
こ
と
等
に
よ
っ
て
、
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
が
戦
略
的

に
利
用
さ
れ
、
及
び
多
様
な
デ
ー
タ
が
活
用
さ
れ
る
高

度
な
情
報
化
社
会
の
実
現
を
図
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一

条
関
係
）

２

定
義
の
改
正

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
」と
は
、

電
子
計
算
機
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
集
合
体
で
あ
っ
て
、

情
報
処
理
の
業
務
を
一
体
的
に
行
う
よ
う
構
成
さ
れ
た

も
の
を
い
う
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
関
係
）

３

情
報
処
理
安
全
確
保
支
援
士
の
規
定
の
見
直
し

情
報
処
理
安
全
確
保
支
援
士
の
登
録
は
、
三
年
ご

と
に
そ
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の
経

過
に
よ
っ
て
、
そ
の
効
力
を
失
う
こ
と
と
し
た
。（
第

一
五
条
第
二
項
関
係
）

情
報
処
理
安
全
確
保
支
援
士
は
、
独
立
行
政
法
人

情
報
処
理
推
進
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。）の

行
う
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
講
習
又
は

こ
れ
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る

講
習
と
し
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
二
六
条
関

係
）
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